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 要  旨 
  本研究は，ブラインド信号源分離(BSS: Blind Source Separation)に用いられる独立成分分析








り，独立成分対干渉成分の比 (SIR: Signal to Interference Ratio)で計量した分離性能が著しく向
上することを確認した． 




かつ高い SIR が得られることを確認した． 









GCD ベースの柔軟なスコア関数の選択による AEC が高い性能を発揮することを確認できた． 
 
